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平成２７年９月

高校生４人を大麻取締法違反（所持・譲渡）により逮捕

平成２７年１１月

小学生による大麻吸引事件が発生し、小学生の兄である高
校生が大麻取締法違反（所持）により逮捕

平成２８年３月

中学生による大麻吸引事件が発生し、中学生ら少年３人を大
麻取締法違反（所持）により逮捕



○ 薬物少年の推移
覚醒剤での検挙が一定

→ 昨年９月から大麻が増加
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京都府下における少年の薬物情勢

（資料提供：京都府警察本部）



１ たばこと大麻で害が大きいのは

・たばこ ：７．５％（592人）
・わからない：13.5％（1,058人）
・大麻 ：78.0％
・無回答 : 1.0％

２ 違法薬物は入手可能か

・思う ：36.2％（2,846人）
・思わない：62.8％
・無回答 ： 1％

（資料提供：京都府警察本部）

薬物乱用に係る高校生アンケート結果
（H27.11～12 京都府警実施）
調査対象者：7,860人

（府下の高校生7万2,131人）

３ 違法薬物の使用を誘われたこ
とがあるか

・ある ：1.3％（102人）
・ない :97.7％
・無回答 : 1％



○ 大麻少年からの聞取結果

・期間：H27～H28.4 ・対象：20人中17人

大麻吸引少年の実態調査
（京都府警実施）
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◇ 高校生が約半数

（資料提供：京都府警察本部）



○ 大半がグループで乱用

◇ 中高校時の仲間が半数
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大麻吸引少年の実態調査
（京都府警実施）

（資料提供：京都府警察本部）



○ 乱用の動機
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好奇心・興味本位

知人・友人からの誘い

外国では合法だから

格好いいから

効き目を感じたかった

依存性がないから

入手しやすかったから

使用は違法でないため

◇ 知人・友人からの誘いを受け、好奇心から

大麻吸引少年の実態調査
（京都府警実施）

（資料提供：京都府警察本部）



○ 事件捜査から見えること

１ 大麻は集団で吸引
タバコの喫煙と同じで初期段階は回しのみ

２ 仲間は小中高校の先輩後輩、同級生
大麻を吸う（買う）仲間を作る場合に部活の後輩が
絶好の餌食

３ 無料通話アプリ「ＬＩＮＥ」を使用して連絡
吸引仲間との連絡に通話料金がいらない「ＬＩＮＥ」が
便利。親や学校にも分からない？

大麻吸引少年の実態調査
（京都府警実施）



大麻の流通ルート
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近年、青少年による薬物の蔓延が懸念される中、京都府
でも昨年の秋以降、高校生、中学生さらには小学生による
大麻事案が連続して発生しました。また、京都府警が府内
高校生を対象に実施したアンケート結果では、若者への薬
物の蔓延、違法薬物への誤った認識の拡がりが明らかとな
り、安易に薬物に近づく若者たちを取り巻く状況は深刻な事
態となっています。

そこで、京都府薬物乱用対策推進本部では、これまでか
ら国、京都府及び京都市の関係機関が連携し、府内の薬物
乱用防止に努めてきたところですが、今後も一層、関係機
関と連携して、特に青少年による薬物乱用の根絶及び規範
意識向上のため、次の取組を進めます。

京都府薬物乱用対策推進本部宣言文



• 府内の全小中高校生に対する薬物乱用防止教室の実施
等、薬物乱用の未然防止のための教育を徹底します。

• 子どもたちを取り巻く大人も薬物乱用の危険性を自ら学
び、地域での啓発活動ができるよう取り組みます。

• 大麻など違法薬物が容易に入手できないよう、関係機関
が緊密に連携した監視・取締の徹底により、薬物事犯の
根絶に努めます。

• オール京都体制で薬物乱用防止に向けた機運の醸成に
努め、薬物乱用を許さない社会づくりに取り組みます。

平成２８年７月８日

京都府薬物乱用対策推進本部

京都府薬物乱用対策推進本部宣言文



京都府の薬物乱用ゼロ推進事業

• 小中高校生薬物乱用ゼロ府民運動推進事業【㉘新規】

– 小中高校生への薬物乱用防止啓発活動の強化
• NOドラッグキャラバン隊の派遣
• 小学生向け教育教材の作成 等

• 薬物乱用防止対策推進事業
– 「きょうと薬物乱用防止行動府民会議」による予防啓発活動
の推進

– 危険ドラッグ取締対策の推進
• 薬物乱用防止プロジェクト事業

– きょう－薬物をやめたい人－のホッとライン運営
– 薬物再乱用防止ネットワークの運営



• 府教委、文教課、警察と連携して薬物乱用防止キャラバン隊
を編成し、小・中・高校生の保護者等が集まる研修会等に出
向き、薬物乱用防止根絶に向けたキャンペーンを実施
– ＰＴＡ総会等で薬物乱用ゼロを宣言する等決起集会を実施
– 研修会の開催（ＰＴＡ指導者研修会等）
– キャラバン隊として、ＰＴＡの活動・行動を支援

• NOドラッグキャラバン隊メンバー
– 京都府（文化スポーツ部文教課、健康福祉部薬務課）
– 京都府教育委員会（保健体育課、社会教育課、学校教育課、高校教
育課）

– 京都府警察本部（刑事部組織犯罪対策統括室組織犯罪対策第三課
、生活安全部少年課）

NOドラッグキャラバン隊の派遣【㉘新規】



5月～７月に府内１０箇所で活動

NOドラッグキャラバン隊の派遣【㉘新規】



平成２６年度 平成２７年度

全国 京都府 全国 京都府

小学校 72.3% 50.9% 76.2% 82.5%

中学校 88.3% 86.2% 88.9% 93.9%

高等学校 83.6% 79.8% 84.6% 97.2%

合計 78.4% 64.8% 81.3% 88.0%

京都府内の薬物乱用防止教室開催状況

京都府内の全ての小学校で実施を！



小学生向け教育教材の作成【㉘新規】

• 小学生向けの教育用副読本を作成
• 作成にあたりワーキングチーム（府薬剤師会
、府警本部、府教育委員会等）を結成し、教
材についての検討会を開催

• 昨年度作成の小学生向けパワーポイントを
元に作成

きょうと薬物乱用防止行動府民会議
マスコットキャラクター

ＮＯドラッくん

パワーポイントは薬務課ＨＰ 薬物乱用防止情報センターに掲載
http://www.pref.kyoto.jp/yakurancenter/tebiki.html



小学生向けパワーポイントについて

• 小学校における「薬物乱用防止教室」の開催を支援
するため、 平成27年度に作成

• お酒、たばこ、薬物の３テーマで作成し、必要に応じ
てアレンジし利用可能

– 薬物乱用防止教室の手引きに係る検討会参加機関
• 京都府薬剤師会学校薬剤師部会、京都市学校薬剤師会、京都
私立学校薬剤師会

• 京都府教育委員会指導部（学校教育課、保健体育課）
• 京都市教育委員会
• 京都市医務衛生課
• 京都府警察本部（組織犯罪対策第三課、少年課）
• 京都府青少年課、文教課、京都府広域振興局保健所、薬務課（
事務局）



小学生向けパワーポイント（抜粋）



小学生向けパワーポイント（抜粋）



ご静聴ありがとうございました

きょうと薬物乱用防止行動府民会議
マスコットキャラクター

ＮＯドラッくん


